
整理解雇

昭
和
四
六
年
の
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
昭
和
四
八
年
の
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
続
く
日
本
資
本
主
義
の
イ
ン
フ
レ
と

不
況
の
長
期
化
・
構
造
化
の
な
か
で
、
企
業
は
経
営
の
合

理
化
を
迫
ら
れ
、
整
理
解
一
厘
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
下
で
の
整
理
解
雇

は
、
労
働
者
の
再
就
職
を
困
難
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

年
功
制
を
基
本
と
す
る
わ
が
国
の
雇
用
体
制
下
に
あ
っ
て

は
、
労
働
者
の
こ
う
む
る
不
利
益
は
多
大
な
も
の
が
あ
る

と
い
え
る
。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
労
働
者
の
労
働
権
な

い
し
生
存
権
に
立
脚
す
る
整
理
解
雇
の
法
理
論
の
構
築

が
、
今
日
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
期
の
整
理
解
雇
を
め
ぐ
る
判
例
を
概
観
し
て
承
る

と
、
①
既
婚
女
子
労
働
者
に
対
す
る
整
理
解
一
層
が
企
業
合

理
化
の
必
要
に
基
づ
く
も
の
で
有
効
と
さ
れ
た
古
河
鉱
業
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整
理
解
雇

四三二

判
例
の
傾
向
と
概
観

整
理
解
雇
の
正
当
性

臨
時
エ
と
整
理
解
雇

女
子
労
働
者
と
整
理
解
雇

判
例
の
傾
向
と
概
観

高
崎
工
場
事
件
（
東
京
高
判
昭
五
一
・
八
・
一
一
一
○
、
労
判

二
七
一
号
）
、
②
「
既
婚
女
子
お
よ
び
二
五
歳
以
上
の
女

子
」
で
あ
る
こ
と
を
基
準
と
す
る
整
理
解
雇
が
無
効
と
さ

れ
た
米
沢
製
作
所
事
件
（
山
形
地
米
沢
支
判
昭
五
一
・
九

・
二
四
、
労
判
一
一
六
四
号
）
、
③
「
昭
和
四
一
一
一
年
以
降
に

入
社
し
た
者
で
、
三
六
歳
以
下
の
者
」
と
い
う
整
理
解
一
届

が
有
効
と
さ
れ
た
高
田
製
鋼
所
事
件
（
大
阪
地
決
昭
五
一

・
一
一
一
・
一
一
、
労
判
二
六
八
号
）
、
④
不
況
を
理
由
と

す
る
臨
時
工
の
整
理
解
雇
が
解
雇
権
の
濫
用
と
し
て
無
効

と
さ
れ
た
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
（
千
葉
地
松
戸
支
判
昭
五

二
・
一
・
一
’
’
七
、
労
旬
九
一
一
五
号
）
、
⑤
受
注
減
少
に
よ

る
部
門
縮
小
を
理
由
と
す
る
整
理
解
雇
が
、
必
要
性
お
よ

び
合
理
性
を
欠
く
と
し
て
無
効
と
さ
れ
た
不
動
建
設
事
件

（
長
崎
地
判
昭
五
二
・
六
・
一
一
八
、
労
判
一
一
七
六
号
）
、

⑥
「
単
身
者
」
を
理
由
と
す
る
整
理
解
雇
が
有
効
と
さ
れ

た
ウ
ロ
コ
ボ
ウ
ル
事
件
（
函
館
地
判
昭
五
二
・
六
・
九
、

労
経
速
九
五
八
号
）
、
⑦
住
民
と
の
公
害
防
止
協
定
が
結

べ
な
い
た
め
操
業
停
止
処
分
を
う
け
営
業
不
振
と
な
っ
た

こ
と
を
理
由
と
す
る
整
理
解
雇
が
無
効
と
さ
れ
た
桐
生
レ

ミ
コ
ン
事
件
（
東
京
地
判
昭
五
二
・
六
・
一
一
八
、
労
旬
九

一
一
一
三
号
）
、
⑧
経
営
悪
化
を
理
由
と
す
る
整
理
解
雇
が
企

石
橋

洋
（
法
政
大
学
大
学
院
後
期
課
程
）

鯵
整
理
解
雇
制
限
の
法
理

整
理
解
雇
は
、
経
営
合
理
化
ま
た
は
企
業
整
備
の
計
画

業
合
理
化
の
必
要
に
基
づ
く
も
の
で
有
効
と
さ
れ
た
東
京

セ
ロ
フ
ァ
ン
紙
事
件
（
東
京
地
判
昭
五
二
・
七
・
二
九
、

労
経
速
九
五
八
号
）
、
⑨
業
績
悪
化
を
理
由
と
す
る
整
理

解
一
厘
が
不
当
労
働
行
為
と
し
て
無
効
と
さ
れ
た
東
金
液
輸

事
件
（
千
葉
地
判
昭
五
二
・
八
。
一
○
、
労
旬
九
四
○

号
）
、
⑩
解
雇
以
外
の
人
員
縮
小
の
努
力
を
な
さ
ず
に
実

施
し
た
指
名
解
雇
は
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し

て
無
効
と
さ
れ
た
大
隈
鉄
工
所
事
件
（
名
古
屋
地
判
昭
五

二
・
一
○
・
七
、
労
旬
九
四
一
号
）
⑪
人
員
整
理
を
理
由
と

す
る
解
雇
を
不
当
労
働
行
為
と
し
た
労
働
委
員
会
命
令
と

し
て
松
田
製
作
所
事
件
（
埼
玉
地
労
委
昭
五
一
一
・
三
・
一
一
一
一
一

労
経
速
九
四
八
号
）
等
の
二
件
が
出
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
整
理
解
一
屋
を
め
ぐ
る
判
例
は
そ
の
要
件
を
厳
格

に
解
し
、
経
済
不
況
下
に
お
け
る
整
理
解
雇
の
正
当
性
を

安
易
に
認
め
な
い
立
場
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
今
期
の
判
例
で
は
、
整
理
解
一
厘
の
要
件
を
厳
格

に
解
す
る
近
時
の
判
例
の
傾
向
を
踏
襲
す
る
判
例
（
②
④

⑤
⑦
⑨
⑩
⑪
事
件
）
が
ふ
ら
れ
る
一
方
で
、
安
易
に
経
営

悪
化
を
理
由
と
す
る
整
理
解
雇
の
正
当
性
を
認
め
る
判
例

（
①
③
⑥
⑧
事
件
）
も
ふ
ら
れ
る
。
後
者
の
判
例
は
、
労

働
者
の
労
働
権
な
い
し
生
存
権
の
視
点
か
ら
整
理
解
雇
を

と
ら
え
る
の
で
な
く
、
安
易
に
経
営
合
理
化
の
必
要
性
、

整
理
解
雇
の
必
要
性
を
認
め
て
い
く
点
に
問
題
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

二
整
理
解
雇
の
正
当
性
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整理解雇

に
伴
な
っ
て
生
じ
る
余
剰
人
員
を
、
労
働
者
側
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
側
の
一

方
的
都
合
に
よ
っ
て
解
一
屋
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
判
例
は
、
使
用
者
が
経
営
合
理
化
ま
た
は
企
業

整
備
を
決
定
し
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
生
じ
る
余
剰
人
員
の

整
理
解
雇
を
使
用
者
の
「
専
権
」
事
項
と
し
て
自
由
に
決

定
し
う
る
と
し
て
き
た
。
今
期
の
判
例
も
基
本
的
に
こ
の

考
え
方
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
③
高
田
製

鋼
所
事
件
で
は
、
「
会
社
が
経
営
上
の
危
機
に
直
面
し
企

業
存
続
の
為
に
余
剰
と
さ
れ
る
人
員
を
整
理
す
る
こ
と
は

そ
れ
が
従
業
員
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
整

理
解
一
厘
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
許
さ
れ
る
」
と
解
し
て

い
る
。

た
し
か
に
、
使
用
者
が
企
業
採
算
上
の
必
要
か
ら
、
経

営
合
理
化
ま
た
は
企
業
整
備
を
行
な
う
こ
と
は
資
本
所
有

権
（
憲
法
二
九
条
）
の
機
能
と
し
て
自
由
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
行

な
わ
れ
る
整
理
「
解
一
厘
」
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
人
員
整
理
の
一
環
と
し
て
整

理
「
解
一
厘
」
と
い
う
手
段
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
、
使
用
者
が
労
働
時
間
の
短
縮
、
希
望

退
職
者
の
募
集
、
｜
時
帰
休
、
配
転
、
出
向
等
の
よ
う
な

雇
用
調
整
の
手
段
を
こ
う
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
余
剰

労
働
力
を
吸
収
し
え
ず
、
最
後
の
手
段
と
し
て
整
理
「
解

一
屋
」
を
実
施
し
た
と
い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
た
と
え
ば
⑩
⑪
事
件
参
照
）
。

仮
り
に
右
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
整
理
解

一
厘
の
基
準
が
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
⑧
東
京
セ
ロ
フ
ァ
ン
紙
事
件
の
判
決
が
述

く
る
よ
う
に
、
「
人
員
整
理
に
お
い
て
、
ど
の
部
の
人
員

を
蚊
に
お
い
て
ど
の
程
度
整
理
す
る
か
、
そ
の
整
理
基
準

を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
等
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
お
よ

そ
反
論
を
容
れ
る
余
地
の
な
い
い
わ
ば
自
然
科
学
法
則
の

ご
と
き
絶
対
的
な
基
準
」
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
哉
判
所

は
「
整
理
基
準
設
定
及
び
そ
の
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
は

今
後
企
業
の
運
営
に
当
る
べ
き
使
用
者
の
判
断
を
一
次
的

に
重
ん
ず
べ
き
で
あ
り
」
、
受
動
的
に
し
か
司
法
判
断
の

対
象
に
な
し
え
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
と

に
労
働
者
か
ら
不
当
労
働
行
為
ま
た
は
思
想
・
信
条
お
よ

び
性
別
に
よ
る
差
別
が
主
張
さ
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
所

は
、
整
理
解
雇
基
準
が
「
企
業
経
営
の
見
地
か
ら
合
理
性

を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
前
記
の
よ
う
な
不

法
な
意
図
は
な
い
も
の
と
一
応
推
認
し
て
こ
れ
を
是
認
す

べ
き
」
理
由
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
わ
が
国

の
よ
う
に
労
働
権
あ
る
い
は
生
存
権
が
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
る
法
制
度
の
下
で
は
、
た
と
え
企
業
採
算
上
か
ら
首

を
切
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
権
な
り

生
存
権
な
り
を
不
当
に
制
限
す
る
結
果
と
な
る
よ
う
な
方

法
で
は
、
整
理
解
一
腿
を
な
し
え
な
い
と
解
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
沼
田
稲
次
郎
「
解
一
腱
の
自
由
と
権
利

の
濫
用
」
沼
田
著
作
集
第
七
巻
一
一
一
一
二
頁
）
ｕ
し
か
も
、

労
働
関
係
は
継
続
的
債
権
関
係
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
要
請

さ
れ
る
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
し
て
行
な
わ
れ
る
整
理
解

一
雁
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

鯵
労
働
契
約
上
の
信
義
則

最
近
の
判
例
は
、
「
労
働
契
約
上
の
信
義
則
」
ま
た
は

「
労
使
間
の
信
義
誠
実
の
原
則
」
と
い
う
よ
う
に
、
整
理

録
労
働
者
代
表
と
の
協
議
・
説
得
義
務

右
判
決
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
労
働
契
約
上

の
信
義
則
」
ま
た
は
「
労
使
間
の
信
義
誠
実
の
原
則
」
の

観
点
か
ら
整
理
解
一
厘
の
正
当
性
を
判
断
す
る
多
く
の
判
例

解
一
屋
を
な
す
に
際
し
て
使
用
者
の
信
義
則
上
の
義
務
を
強

調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
正
当
性
の
要
件
を
厳
格
に
解

す
る
傾
向
に
あ
る
（
た
と
え
ば
、
川
崎
化
成
事
件
・
東
京

地
利
昭
五
○
・
一
一
一
・
一
一
五
労
判
一
一
一
三
号
、
大
村
野
上
事

件
・
長
崎
地
大
村
支
決
労
旬
九
○
三
号
、
広
島
硝
子
工
業

事
件
・
広
島
地
決
昭
五
一
・
七
・
一
一
六
労
判
二
五
八
号
、

東
洋
酸
素
事
件
。
東
京
地
判
昭
五
一
・
四
・
一
九
労
判
二

五
五
号
等
が
あ
る
）
。

今
期
の
判
例
に
お
い
て
も
、
⑤
不
動
建
設
事
件
で
は

「
労
働
契
約
に
内
在
す
る
労
使
間
の
信
義
則
」
に
し
た
が

っ
て
整
理
解
雇
の
正
当
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
人
員
整
理
を
理
由
と
す
る
解
雇
は
、
そ
も
そ
も
人

員
削
減
に
よ
っ
て
経
営
不
振
を
打
開
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
有
効
と

さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
一
に
は
、
解
一
膣
す
る
側
に
お
い
て

少
な
く
と
も
人
員
整
理
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
経
営
が
困

難
に
な
る
と
い
う
程
度
の
、
人
員
整
理
の
必
要
性
が
存

在
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
第
二
に
は
、

解
雇
を
実
施
す
る
に
至
る
手
続
が
、
労
使
間
の
信
義
則

に
反
し
な
い
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
っ
て
、
右
二
要
件
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合

に
は
、
そ
の
解
雇
は
、
正
当
な
理
由
を
欠
き
、
解
雇
権

の
濫
用
と
し
て
無
効
た
る
を
免
れ
な
い
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
」

3５
労働法律旬報



整理解雇
●

経
済
不
況
下
で
の
経
営
合
理
化
ま
た
は
企
業
整
備
に
伴

な
い
、
ま
ず
初
め
に
人
員
整
理
の
対
象
と
な
る
者
は
、
臨

時
工
．
．
〈
１
ト
タ
イ
マ
ー
と
い
っ
た
雇
用
上
の
地
位
の
不

匡
右
の
⑩
整
理
解
一
歴
の
必
要
性
、
②
整
理
解
一
展
の
合
理

性
（
解
雇
の
基
準
、
人
選
等
）
に
加
え
て
、
第
三
番
目
の

要
件
と
し
て
⑩
②
に
つ
い
て
使
用
者
は
労
働
組
合
ま
た
は

労
働
者
代
表
の
納
得
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

（
協
議
・
説
得
義
務
）
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
組
合
と
の

協
義
・
説
得
義
務
を
使
用
者
に
負
わ
せ
る
判
例
の
見
解
に

対
し
て
、
か
か
る
義
務
は
、
労
働
協
約
中
に
事
前
協
議
約

款
が
存
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は

道
義
上
の
そ
れ
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
当
然
に
法
的
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
よ
う
な
協
議
・
説
得
義
務
と
は

い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
（
奥
山
明
良
「
労
働
判
例
研

究
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
一
七
号
一
四
五
頁
）
、
と
い
う
疑
問

が
役
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
個
別
労
働
契
約
関
係
と
い
え
ど
も
集
団
的
労

働
関
係
を
媒
介
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
整
理
解
雇
が
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
な
く

し
て
使
用
者
の
一
方
的
都
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
事
前
協
議
約
款
が
存
し
な
い
場
合
で
さ
え

も
、
使
用
者
は
労
働
組
合
ま
た
は
労
働
者
代
表
と
整
理
解

一
厘
の
方
策
・
基
準
に
つ
い
て
、
十
分
協
議
を
尽
く
す
こ
と

が
法
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
も
し
こ
れ
を

尽
く
さ
ず
に
整
理
解
一
届
が
行
な
わ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ

う
な
解
雇
は
無
効
と
考
え
ら
れ
る
。

三
臨
時
工
と
整
理
解
一
層

鯵
臨
時
工
の
整
理
解
雇
を
め
ぐ
る
一
一
つ
の
見
解
ｌ
ｌ
東
芝

臨
時
工
事
件
・
最
高
裁
判
決
と
東
洋
精
機
事
件
・
名
古

屋
地
裁
判
決

こ
の
よ
う
に
、
臨
時
工
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
地
位
に

お
か
れ
て
い
る
が
、
最
高
裁
は
昭
和
四
九
年
の
東
芝
臨
時

工
解
雇
事
件
（
最
一
小
判
昭
四
九
・
七
・
一
三
、
労
旬
八

六
七
号
）
に
お
い
て
、
契
約
期
間
を
二
ヵ
月
と
定
め
て
反

履
更
新
し
て
き
た
臨
時
工
の
労
働
契
約
が
「
実
質
上
期
間

の
定
め
の
な
い
契
約
と
異
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
」
こ

と
を
認
め
、
「
期
間
満
了
を
理
由
と
し
て
傭
止
め
す
る
こ

と
は
、
信
義
則
上
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
」
と
し
た
の
で
あ

る
。最
高
裁
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
臨
時
工
の
解
一
展
制
限

に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
が
、

「
経
済
事
情
の
変
動
に
よ
り
剰
員
を
生
じ
る
等
上
告
会
社

に
お
い
て
従
来
の
取
扱
い
を
変
更
し
て
右
条
項
を
発
動
し

て
も
や
む
を
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
」
が
あ

る
場
合
に
は
傭
止
め
（
解
雇
）
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と

は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
整
理
解
一
厘
は
主
さ
に

安
定
な
労
働
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
戦
争
後
の

不
況
下
で
ま
ず
人
員
整
理
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
臨
時
工

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
回
の
不
況
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
わ
が
国
に
お
け
る
臨
時
工
制
度
は
ま
さ
に
景
気
変
動

の
安
全
弁
と
し
て
資
本
の
側
に
と
っ
て
い
つ
で
も
切
り
捨

て
可
能
な
労
働
力
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
労
働
組
合
は
臨
時
工
を
非
組
合
員
と
し
、
臨
時
工

の
解
一
展
に
対
し
て
反
対
闘
争
を
組
む
組
合
は
き
わ
め
て
少

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
本
工
の
人
員
整
理
か
ら
守
る
防
波

堤
と
考
え
る
傾
向
す
ら
あ
る
。

「
経
済
事
情
の
変
動
」
に
よ
り
剰
員
を
生
じ
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
の
見
解
は

不
況
期
に
お
け
る
臨
時
工
の
更
新
拒
否
Ⅱ
解
一
展
を
認
め
る

結
果
に
な
る
と
い
え
よ
う
（
山
本
吉
人
「
不
況
期
対
策
下

の
臨
時
工
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
季
労
九
五
号
一
五
○

頁
）
。か
か
る
最
高
裁
の
見
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
東

洋
精
機
事
件
（
名
古
屋
地
判
昭
四
九
・
九
・
三
○
、
労
旬

八
七
一
号
）
に
お
い
て
臨
時
工
．
．
〈
１
ト
タ
イ
マ
ー
の
整

理
解
一
展
に
つ
き
、
「
臨
時
一
雇
用
者
と
し
て
整
理
解
雇
の
第

一
順
位
者
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
か
否
か
の
判
断

基
準
は
、
ま
ず
具
体
的
な
個
々
の
一
厘
用
契
約
成
立
時
の
事

情
や
契
約
期
間
な
い
し
従
事
す
べ
き
職
務
の
内
容
そ
の
他

の
契
約
条
項
、
並
び
に
、
勤
続
期
間
そ
の
他
諸
般
の
事
情

を
総
合
し
て
実
質
的
一
雇
用
関
係
が
本
来
臨
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
企
業
と
の
結
び
つ
き
の
度
合
が
一
般

従
業
員
に
比
し
て
稀
薄
で
あ
る
か
否
か
の
点
に
求
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
会
社
の
恒
常
的
業
務

の
た
め
に
三
年
間
継
続
雇
用
さ
れ
て
き
た
．
〈
－
ト
タ
イ
マ

ー
の
実
質
的
一
雇
用
関
係
は
必
ず
し
も
他
の
正
規
従
業
員
に

比
し
て
会
社
と
の
結
び
つ
き
の
度
合
が
稀
薄
で
あ
る
と

か
、
会
社
へ
の
貢
献
度
が
少
な
い
と
か
い
え
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
整
理
解
一
厘
の
第
一
順
位
の
解
雇
対
象
者
と
す
る

の
は
合
理
的
理
由
を
欠
き
無
効
で
あ
る
、
と
す
る
判
決
が

出
さ
れ
て
い
る
。

急
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件

さ
て
、
今
期
の
判
例
に
お
い
て
臨
時
工
の
整
理
解
一
厘
を

扱
っ
た
の
は
④
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
で
あ
る
。
本
件
は
、

二
ヵ
月
毎
に
労
働
契
約
を
五
回
に
わ
た
っ
て
更
新
さ
れ
た
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整理解雇

鯵
従
来
の
判
例
傾
向

臨
時
工
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
場
合
と
同
様
に
、
女
子

臨
時
工
が
業
績
不
振
を
理
由
と
す
る
人
員
縮
小
計
画
の
対

象
と
な
り
、
会
社
を
相
手
と
し
て
労
働
契
約
上
の
権
利
の

確
認
を
訴
求
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
決

は
ま
ず
、
採
用
時
の
状
況
、
更
新
の
実
態
、
労
働
関
係
等

の
実
態
等
を
検
討
し
た
う
え
で
、
当
該
労
働
契
約
は
期
間

の
定
め
の
な
い
契
約
で
あ
り
、
｜
雇
用
期
間
は
満
了
し
て
い

な
い
、
と
し
た
。
次
に
臨
時
工
の
整
理
解
雇
に
つ
い
て
は

「
客
観
的
合
理
的
に
判
断
し
て
真
に
解
雇
を
必
要
と
す
る

程
度
の
業
務
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
」
に
の
ゑ
解
一
展
を
行

な
い
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
本
件
解
雇
当
時
被
告
会

社
全
体
が
業
績
悪
化
の
状
態
に
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
し
、
「
被
告
が
本
件
解
雇
前
希
望
退
職
者
も

募
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
弁
論
の
全
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か

で
あ
り
、
被
告
は
業
績
悪
化
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
解
決

の
た
め
真
蟄
な
努
力
を
す
る
こ
と
な
く
、
臨
時
員
な
る
が

故
に
、
安
易
に
原
告
を
含
む
臨
時
員
、
。
〈
－
ト
タ
イ
マ
ー

ニ
○
名
の
属
止
め
を
敢
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
」
る
と

し
て
、
本
件
解
雇
は
右
必
要
性
な
く
、
解
雇
無
効
と
判
示

し
て
い
る
。

今
日
の
よ
う
な
経
済
不
況
の
下
で
、
臨
時
工
と
い
う
こ

と
か
ら
安
易
に
整
理
解
一
雁
を
な
し
え
な
い
と
す
る
こ
れ
ら

の
判
決
は
、
臨
時
工
の
地
位
の
安
定
化
と
権
利
の
拡
大
の

た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
て
い
く
う
え
で
大
き
な
意
義
を
持

つ
と
い
え
よ
う
。

四
女
子
労
働
者
と
整
理
解
雇

労
働
者
と
り
わ
け
既
婚
女
性
は
真
っ
先
に
人
員
整
理
の
対

象
と
さ
れ
、
し
か
も
組
合
も
明
示
ま
た
は
黙
示
的
に
こ
れ

を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
判
例

を
ふ
て
も
、
「
有
夫
の
女
子
・
三
○
歳
以
上
の
女
子
」

（
小
野
田
セ
メ
ン
ト
事
件
・
秋
田
地
判
昭
四
三
・
四
・
一

○
、
労
民
一
九
’
二
）
、
「
有
夫
の
女
子
・
二
七
歳
以
上

の
女
子
」
（
日
特
工
業
事
件
・
東
京
地
八
王
子
支
決
昭
四

七
・
一
○
・
一
八
、
労
旬
八
二
一
号
）
、
「
子
供
一
一
人
以

上
の
既
婚
女
子
」
（
．
。
ハ
ル
事
件
・
東
京
地
決
昭
五
○
・

九
・
一
二
、
労
旬
八
九
一
一
号
）
と
い
う
よ
う
に
、
既
婚
女

子
が
整
理
解
雇
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
コ
パ
ル
事
件
は
組
合
と
の
人
員
整
理
協
定
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
古
河
鉱
業
高
崎
工
場
事
件
（
前
橋
地
判

昭
四
五
・
二
・
一
五
、
労
旬
別
冊
七
六
四
号
）
で
は
、

「
既
婚
女
子
」
の
解
一
展
を
組
合
大
会
の
決
議
に
よ
っ
て
承

認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
婚
女
子
が
一
般
に
企
業
貢
献

度
の
低
い
こ
と
、
そ
し
て
女
性
の
収
入
が
家
計
補
助
的
な

も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
使
用
者
側
の
偏
見
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
組
合
さ
え
も
か
か
る
偏
見
を
払
拭

し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
来
の
判
例
の
支
配
的
見
解
は
、

「
有
夫
の
女
子
」
「
○
○
歳
以
上
の
女
子
」
と
い
う
整
理

解
雇
基
準
が
憲
法
一
四
条
、
労
基
法
三
条
、
四
条
の
精
神

に
違
反
し
、
か
か
る
差
別
に
基
づ
く
法
律
行
為
は
私
法
上

無
効
で
あ
る
と
す
る
が
、
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

鯵
相
対
立
す
る
一
一
つ
の
判
決
ｌ
ｌ
古
河
鉱
鑿
局
崎
工
場
事
件

と
米
沢
製
作
所
事
件
の
考
え
方

さ
て
今
期
の
判
例
で
は
、
①
古
河
鉱
業
高
崎
工
場
事
件

と
②
米
沢
製
作
所
事
件
に
お
い
て
女
子
労
働
者
の
整
理
解

一
厘
問
題
が
争
わ
れ
て
い
る
。
前
者
の
事
件
は
「
既
婚
女

子
」
と
い
う
解
雇
基
準
、
そ
し
て
後
者
の
事
件
は
「
既
婚

女
子
お
よ
び
二
五
歳
以
上
の
女
子
」
と
い
う
解
一
属
基
準
の

合
理
性
が
争
わ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
有
効
、
後
者
は
無

効
と
全
く
結
論
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
結
論
の
相
違
を

も
た
ら
し
た
も
の
は
、
法
理
論
的
に
は
と
も
か
く
と
し
て

も
、
女
子
労
働
者
の
収
入
が
「
家
計
補
助
」
的
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
偏
見
に
裁
判
所
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
か
否
か

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
両
判
決
は

好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
古
河
鉱
業
高
崎
工
場
事
件
で
は
、
「
結
婚

退
職
制
や
女
子
に
つ
い
て
男
子
よ
り
若
い
定
年
を
定
め
る

い
わ
ゆ
る
女
子
若
年
定
年
制
の
よ
う
に
、
既
婚
女
子
や
高

年
齢
女
子
を
企
業
の
具
体
的
事
情
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
制

度
的
に
差
別
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
格
別
、
本
件
解
雇
の
場

合
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
企
業
の
合
理
化
の
た
め
被
用
者

を
解
雇
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
の
対
象
者
と
し
て
諸
般

の
事
情
を
考
慮
し
た
結
果
解
雇
に
最
適
の
も
の
と
し
て
選

ば
れ
た
者
が
既
婚
の
女
子
で
あ
る
原
告
で
あ
っ
た
」
と
す

る
が
、
そ
の
本
音
は
「
夫
の
稼
働
し
て
い
る
既
婚
女
子
が

退
職
し
て
被
告
か
ら
賃
金
を
得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り
被
る
不
利
益
が
そ
れ
以
外
の
工
員
が
退
職
し
た
場
合
の

そ
れ
に
比
し
て
通
常
少
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
（
人
員
整

理
の
対
象
と
し
て
既
婚
者
を
中
心
と
す
る
女
子
を
選
定
し

た
こ
と
は
）
合
理
的
な
措
置
で
あ
っ
た
」
と
い
う
点
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
（
本
判
決
が
「
諸
般
の
事
情
」
と
い
い
な

が
ら
も
そ
れ
を
考
慮
し
た
形
跡
が
承
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま

た
、
た
と
え
そ
れ
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
「
既
婚
女
子
」

を
整
理
解
一
展
の
合
理
的
基
準
と
な
し
え
な
い
こ
と
に
つ

き
、
浅
倉
む
つ
子
「
労
働
判
例
研
究
・
古
河
鉱
業
高
崎
工
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整理解雇

界
」
法
学
志
林
七
五
巻
二
号
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
、
女
子
労
働
を
家
計
補
助
的
な
も
の
と
す
る

社
会
的
偏
見
は
わ
が
国
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
も
、
経
済
不
況
下
で
労
働
組

合
が
既
婚
女
子
労
働
者
を
レ
イ
・
オ
フ
の
第
一
順
位
と
す

る
先
任
権
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
つ
ぎ
、
男
性
配
遇
者

が
生
活
に
必
要
な
収
入
を
得
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
理

由
と
し
て
そ
の
協
定
を
有
効
と
し
た
判
例
が
承
ら
れ
る

（
四
四
Ｈ
』
の
『
ぐ
・
口
Ｈ
ｏ
岳
の
号
○
○
口
。
【
困
巴
］
ヨ
ミ
○
］
の
Ｈ
岸
の
．
⑭

め
い
冨
呂
・
国
Ｐ
⑭
「
三
・
二
・
ｍ
ｍ
、
（
尼
路
）
》
・
串
・
可
・
丘

冨
○
三
○
○
・
ぐ
・
出
口
｛
｛
日
：
》
壁
、
ｐ
．
ｍ
．
缶
。
（
巴
田
）
）
。

当
時
と
比
較
し
て
女
性
の
一
腱
用
機
会
均
等
に
つ
い
て
社
会

的
お
よ
び
法
的
環
境
が
変
化
し
た
今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
、
組
合
が
か
か
る
先
任
権
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は

公
正
代
表
義
務
（
」
貝
〕
。
【
｛
巴
Ｈ
Ｈ
の
宮
の
ｍ
の
貝
呂
。
□
）
に
違

反
し
、
無
効
と
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
（
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
労
働
協
約
法
と
公
正
代
表
義
務
に
つ
き
、
拙
稿
「
ア

メ
リ
カ
労
働
協
約
法
理
に
お
け
る
集
団
的
規
制
と
そ
の
限

場
事
件
・
東
京
高
批
判
決
批
判
」
労
旬
九
三
三
号
四
九
’

五
○
頁
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
米
沢
製
作
所
事
件
で
は
、
「
債
務
者

（
会
社
）
は
、
一
般
的
に
既
婚
の
女
子
は
退
職
し
て
も
夫
．

の
収
入
が
あ
る
か
ら
、
比
較
的
生
活
に
困
窮
し
な
い
と
主

張
す
る
が
、
右
主
張
は
、
例
え
女
子
世
帯
主
を
例
外
と
し

、
、
、
、

て
考
進
え
た
と
し
て
も
、
ま
さ
に
女
子
に
対
す
る
差
別
的
見

方
に
ほ
か
な
ら
ず
、
女
子
の
承
希
望
退
職
募
集
の
対
象
と

す
る
こ
と
の
合
理
的
根
拠
に
な
り
え
な
い
」
と
蛾
判
所
は

最
低
限
の
良
識
を
示
し
て
い
る
。

鰯
差
別
取
扱
い
の
先
任
権
協
定
の
効
力

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
組
合
が
女
子
労
働
者
一
蝋
』
対
し
て

差
別
的
な
人
員
整
理
協
定
を
締
結
し
た
場
合
、
か
か
る
協

定
が
個
々
の
労
働
者
を
拘
束
す
る
効
力
を
有
す
る
か
否

か
、
問
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
思
う
に
、
労
働
契

約
の
消
滅
に
関
す
る
労
使
間
協
定
は
個
々
の
労
働
者
に
対

す
る
集
団
的
規
制
の
範
囲
外
に
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
女

子
労
働
者
に
対
し
差
別
的
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
法
の
下

の
平
等
（
憲
法
一
四
条
）
の
糸
な
ら
ず
、
労
働
権
な
い
し

生
存
権
に
基
づ
く
公
序
に
反
し
、
今
日
だ
れ
も
が
認
め
ざ

る
を
え
な
い
善
良
の
風
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
え

よ
う
（
沼
田
「
労
働
協
約
の
締
結
と
運
用
」
九
六
頁
）
。霊
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